
別紙１ 

「電波の日」東海総合通信局長表彰 

１ 個人：３件、団体：２件 

（敬称略） 

受賞者名 功績の概要 

阪田
さ か た

 史郎
し ろ う

 様 

(国立大学法人千葉大学 名誉教授) 

東海総合通信局が開催した「地域自営ＩｏＴ無線システ

ムの社会実証に向けた技術試験」において調査検討会の主

査として、的確な助言・指導によりシステムの有効性、技

術的条件等に関して実用化に向けた提言をとりまとめるな

ど、電波利用の発展に多大な貢献をされました。 

深田
ふ か だ

 龍
たつ

雄
お

 様 

(元静岡県電波適正利用推進員協議会 会長) 

 静岡県電波適正利用推進員協議会会長として、親子電波

教室の開催をはじめとする地域に密着した周知啓発活動を

積極的に推進するなど、電波利用環境保護に多大な貢献を

されました。 

深田
ふ か だ

 滿
みつる

 様 

(元三重県電波適正利用推進員協議会 会長) 

 三重県電波適正利用推進員協議会会長として、親子電波

教室の開催をはじめとする地域に密着した周知啓発活動を

積極的に推進するなど、電波利用環境保護に多大な貢献を

されました。 

愛知県経済産業局産業部 

産業振興課次世代産業室 様 

(室長 江尻
え じ り

 和聰
かずあき

) 

あいちデジタルアイランドプロジェクトにおいて、中 

部国際空港島及び周辺地域で５Ｇ等デジタル技術を活用 

した近未来の国際会議や観光の実証事業に取り組むほか地

域経済の活性化やＤＸを推進するなど地域の電波利用並び

に情報通信の発展に多大な貢献をされました。 

日進市 様 

(市長 近藤
こんどう

 裕
ひろ

貴
き

) 

 東海総合通信局が開催した「地域自営ＩｏＴ無線システ

ムの社会実証に向けた技術試験」に参画し、無線システム

の有効性の検証・制度化に向けて行った実証試験を成功に

導くなど、電波の有効利用に多大な貢献をされました。 

 

  


